
最後の勝利者は誰ぞ
北村透谷

青空文庫





　
人
生
は
戦
争
の
歴
史
な
り
。
刀
鎗
銃
剣
は
戦
争
に
あ
ら
ず
。
人
生
即
ち
是
れ
戦
争
。
世
を
殺
せ
し
者
必
ら
ず

し
も
虚
栄
に
傲



る
勝
利
者
の
み
に
は
あ
ら
じ
、
力
あ
る
者
は
力
な
き
者
を
殺
し
、
権



あ
る
者
は
権
な
き
者
を
殺

し
、
智
あ
る
者
は
智
な
き
者
を
殺
し
、
業



あ
る
者
は
業
な
き
者
を
殺
し
、
世
は
陰
晴
常
な
ら
ず
、
殺
戮






の
奇
巧

な
る
も
の
に
至
つ
て
は
、
晴
天
白
日
の
下



に
巨
万
の
民
を
殺
し
つ
ゝ
あ
る
な
り
。
銃
鳴
り
剣
閃
め
き
、
戦
血
地

を
染
め
、
腥
風






草
樹
を
槁

ら
す
の
時
に
、
戦
争
の
現
状
を
見
る
、
然



れ
ど
も
肉
眼
の
達
せ
ざ
る
と
こ
ろ
、
常
識

の
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
に
、
閃
々
た
る
剣
火
は
絶
ゆ
る
時
な
き
な
り
。

　
人
の
性
は
不
調
子
な
り
、
人
の
命
は
不
規
律
な
り
、
争
ふ
事
を
好
む
は
猿
猴






よ
り
も
多
く
、
満
足
す
る
事
能



は
ざ
る
は
空
の
鳥
に
学
ば
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
が
如
し
、
是
非
曲
直
を
論
ず
れ
ど
も
、
我
利
の
為
に
立
論
す
る
の

外
を
知
ら
ず
、
正
邪
真
偽
を
説
け
ど
も
、
遂
に
成
覚
の
見



を
養
ひ
し
事
な
し
、
知
ら
ず
、
人
間
の
運
命
遂



に
い

か
な
ら
む
。
再
び
猿
猴
に
返
ら
ん
と
す
る
か
。

　
わ
れ
庭
鳥
の
食
を
争
ふ
を
見
る
、
而
し
て
争
ふ
時
に
は
常
に
少
者






の
逃
走
す
る
を
見
る
、
少
者
は
母
鶏
の
尤

も
愛
す
る
者
な
り
、
而



し
て
慾
の
即
時
に
於
て
は
、
尤
も
愛
す
る
者
も
尤
も
悪



む
者
と
な
り
、
最
後
、
尤
も
劣

れ
る
も
の
、
尤
も
敗
る
ゝ
者
と
な
る
。
こ
れ
天
則
か
。
天
則
果
し
て
斯



の
如
く
偏
曲
な
る
可
き
か
。
請
ふ
、
行

い
て
生
活
の
敗
者
に
問
へ
、
新
堀






あ
た
り
の
九
尺
二
間
に
は
、
迂
濶






な
る
哲
学
者
に
勝
れ
る
説
明
を
為
す
も
の

多
か
る
べ
し
。

　
冷
淡
な
る
社
界
論
者
は
言
ふ
、
勝
敗
は
即
ち
社
界
分
業
の
結
果
な
り
、
彼
等
の
敗
る
ゝ
は
敗
る
べ
き
の
理
あ
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り
て
敗
れ
、
他
の
勝
者
の
勝
つ
は
勝
つ
べ
き
の
理
あ
り
て
勝
つ
な
り
、
怠
慢
、
失
錯
、
魯
鈍
、
無
策
等
は
敗
滅

の
基
な
り
、
勤
勉
、
力
行
、
智
策
兼
備
な
る
は
栄
達
の
始
め
な
り
と
。

　
わ
れ
は
信
ぜ
ず
、
天
地
の
経
綸
は
ひ
と
り
社
界
経
済
の
手
に
あ
る
を
。
見
ず
や
、
栄
達
の
中



に
も
苦
悩
あ
る

を
、
敗
滅
の
中
に
も
希
望
あ
る
を
。
栄
達
必
ら
ず
し
も
勝
つ
に
あ
ら
ず
、
敗
滅
必
ら
ず
し
も
敗
る
ゝ
に
あ
ら
ず
、

王
侯
の
第
宅
必
ら
ず
し
も
福
神
を
宿
す
と
こ
ろ
な
る
に
あ
ら
ず
、
茅
舎
の
中
、
寒
燈
の
下
、
至
大
な
る
清
栄
を

感
謝
す
る
も
の
も
あ
る
な
り
。
今

日

の
み
凡



て
の
問
題
の
立
論
点
な
ら
ば
知
ら
ず
、
昨
日
を
知
り
、
又
た
明
日

を
知
る
を
得
ば
、
勝
敗
が
今
日
の
貧
富
貴
賤
を
以
て
断
ず
可
か
ら
ざ
る
事
は
明
白
な
ら
む
。

　
社
界
経
済
の
外
に
吾
人
を
経
綸
す
る
者
あ
り
、
吾
人
は
分
業
の
結
果
を
以
て
甘
心
す
る
事
能
は
ざ
る
の
性
を

有
す
、
吾
人
は
遂
に
希
望
を
以
て
生
命
と
す
る
の
外
あ
ら
ざ
る
な
り
。
今

日

は
吾
人
の
永
久
に
あ
ら
ず
。
今

日

は
吾
人
の
明
日
に
あ
ら
ず
、
言





を
換
へ
て
解
け
ば
、
吾
人
は
今
日
の
為
に
生
き
ず
、
明
日
の
為
に
生
く
る
な
り
、

明
日
は
即
ち
永
遠
の
始
め
に
し
て
、
明
日
と
い
へ
る
希
望
は
即
ち
永
遠
の
希
望
な
り
。
希
望
は
吾
人
に
囁





き
て

曰
ふ
、
世
は
如

何

に
不
調
子
な
り
と
も
、
世
は
如
何
に
不
公
平
、
不
平
等
な
り
と
も
、
世
は
如
何
に
戦
争
の
娑

婆


な
り
と
も
、
別
に
一
貫
せ
る
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
（
調
実
）
な
る
者
あ
り
。
人
生
の
い
か
に
紛
糾






せ
る
に
も
拘





ら
ず
、
金
星
は
飛
ん
で
地
球
の
上
に
堕
ち
ざ
る
な
り
、
彗
星
は
駆
け
つ
て
太
陽
の
光
り
を
争
は
ざ
る
な
り
。
大

宇
宙
に
純
一
な
る
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
イ
あ
る
は
、
流
星
の
時
に
地
上
に
乱
堕
す
る
を
以
て
疑
ふ
に
足
ら
ざ
る
な

り
。
江
海
の
水
溢
れ
て
天
に
注
ぐ
事
な
く
、
泰
山
の
土
長
く
地
上
に
住



ま
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
地
上
に
も
亦

た

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
イ
の
争
ふ
可
か
ら
ざ
る
者
あ
る
を
悟
ら
ざ
ら
め
や
。
何
を
か
調
実
の
物
と
言
ふ
、
マ
ホ
メ
ッ
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ト
説
け
り
、
釈
氏
説
け
り
、
真
如
と
呼
び
、
真
理
と
称
へ
、
東
西
の
哲
学
者
が
説
明
を
試
み
て
止



ざ
る
者
即
ち

是


な
り
。
而
し
て
吾
人
は
之
を
基
督
と
い
ふ
。
基
督
に
あ
り
て
吾
人
は
調
実
を
求
め
、
基
督
に
あ
り
て
吾
人
は

宇
宙
の
経
綸
を
知
る
。
ナ
ザ
レ
の
イ
ヱ
ス
は
真
理
を
説
き
た
る
に
あ
ら
ず
、
真
理
に
し
て
真
理
を
発
顕
し
た
る

者
な
り
。

　
基
督
の
経
綸
に
は
社
界
分
業
の
法
則
あ
ら
ざ
る
な
り
。
社
界
経
済
は
人
間
の
労
苦
よ
り
起
り
て
、
弥
縫





の
策

に
過
ぎ
ず
、
彼
と
此
と
を
或
仮
説
の
法
則
の
下
に
、
定
限
あ
る
時
間
の
間
撞
突
な
か
ら
し
む
る
の
み
。
経
済
上

の
問
題
と
し
て
世
を
経
営
す
る
は
寸
時
の
方
策
の
み
。
基
督
の
経
綸
は
永
遠
な
り
。
未
来
あ
ら
ず
、
現
在
あ
ら

ず
、
過
去
あ
ら
ざ
る
な
り
。
凡
て
の
未
来
、
凡
て
の
現
在
、
凡
て
の
過
去
は
彼
に
於
て
一
時
の
み
。
も
し
天
地

間
、

調

実









な
る
も
の
ひ
と
り
彼
あ
り
と
せ
ば
、
心
を
虚





う
し
て
彼
の
経
綸
策
を
講
ず
る
者
、
豈



智
な
ら
ず

や
。

　
吾
人
は
聞
け
り
、
基
督
は
愛
な
り
と
。

　
吾
人
は
聞
け
り
、
基
督
は
今
も
生
け
り
と
。

　
吾
人
は
聞
け
り
、
基
督
は
凡
て
の
人
類
と
共
に
あ
り
と
。

　
凡
て
の
人
類
と
共
に
あ
り
、
限
り
な
き
の
生
命





を
以
て
限
り
な
き
の
愛
を
有
す
る
者
、
基
督
な
り
と
せ
ば
、

天
地
の
事
、
豈
一





の
愛
を
以
て
経
綸
す
べ
し
と
な
さ
ゞ
ら
ん
や
。
紛
糾
せ
る
人
生
も
し
吾
人
を
も
紛
糾
の
中
に

埋
了
し
去
ら
ば
、
吾
人
も
亦
た
※
血




を

被


ぶ
る
の
運
を
甘
ん
ず
べ
し
、
然
れ
ど
も
希
望
の
影
吾
人
を
離
れ
ざ
る

間
は
、
理
想
の
鈴
胸
の
中
に
鳴
る
こ
と
の
止
ま
ざ
る
間
は
、
吾
人
は
基
督
の
経
綸
を
待
つ
に
楽
し
き
な
り
。
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博
愛
は
人
生
に
於
け
る
天
国
の
光
芒
な
り
、
人
生
の
戦
争
に
対
す
る
仲
裁
の
密
使
な
り
、
彼
は
美

姫

な
り
、

こ
の
世
の
美
く
し
さ
に
あ
ら
ず
、
天
国
の
美
く
し
さ
な
り
、
死
に
も
笑
ひ
、
生
に
も
笑
ふ
事
を
得
る
美
姫
な
れ

ど
も
、
相
争
ひ
相
傷
く
る
者
に
遭
ひ
て
は
、
万
斛






の
紅
涙
を
惜
し
ま
ざ
る
者
な
り
。
味
方
の
為
に
泣
か
ず
、
敵

の
為
に
笑
は
ず
、
天
地
に
敵
と
い
ふ
観
念
な
く
、
味
方
と
い
ふ
思
想
あ
ら
ざ
る
な
り
。
基
督
が
世
に
遣

れ
る
政

治
家
は
即
ち
彼
な
り
。

　
世
は
相
戦
ふ
、
人
は
相
争
ふ
、
戦
ふ
に
尽
く
る
期
あ
る
か
。
争
ふ
に
終
る
時
あ
る
か
。
殺
す
者
は
殺
さ
る
ゝ

者
と
な
り
、
殺
さ
る
ゝ
者
は
再

た
殺
す
者
と
な
る
。
勝
と
敗
と
誰
れ
か
之
を
決
す
る
。
シ
イ
ザ
ル
の
勝
利
、
拿



翁




の
勝
利
、
指
を
屈
す
れ
ば
幾
十
年
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
も
亦
た
蝴
蝶
の
夢
か
。
誰
れ
か
最
後
の
勝
利
者
た
る
、

誰
れ
か
永
久
の
勝
利
者
た
る
。

　

不

調

実












に
し
て
戦
争
の
泉
源
な
り
と
せ
ば
、
調
実
は
平
和
の
始
め
な
り
。
争
は
ず
戦
は
ざ
る
事
を
得
る

は
ひ
と
り
調
実
な
り
と
せ
ば
、
終



に
勝
た
ず
終
に
敗
れ
ざ
る
者
、
ひ
と
り
調
実
の
み
な
ら
む
。
終
に
勝
た
ず
終

に
敗
れ
ざ
る
者
は
、
真
に
勝
つ
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
得
ん
や
。
故
に
曰
く
、
最
後
の
勝
利
者
は
調
実
な
り
と
。

調
実
、
言
を
換
ゆ
れ
ば
真
理
、
再
言
す
れ
ば
基
督
。

　
来
れ
、
共
に
基
督
の
旗
に
簇



ま
ら
む
。
わ
れ
ら
最
後
の
勝
利
者
に
従
ひ
、
以
て
わ
れ
ら
の
紛
糾
せ
る
戦
争
の

舞
台
を
撤
去
せ
む
。
平
和
は
、
わ
れ
ら
が
基
督
に
あ
り
て
領
有
す
る
最
後
の
武
器
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
二
十
五
年
五
月
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
現
代
日
本
文
學
大
系
　6

　
北
村
透
谷
・
山
路
愛
山
集
」
筑
摩
書
房

　
　
　1969
（
昭
和44

）
年6

月5

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1985
（
昭
和60

）
年11

月10

日
初
版
第15

刷
発
行

初
出
：
「
平
和
　
二
號
」
平
和
社
（
日
本
平
和
會
）

　
　
　1892

（
明
治25
）
年5

月18

日

入
力
：kam

ille

校
正
：
鈴
木
厚
司

2008

年1

月25

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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